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合　計
2,134.0 t

容器プラ・トレイ
71.4ｔ（3.3％）
ペットボトル
14.9ｔ（0.7％）
びん・缶
84.3ｔ（4.0％）
紙・衣類
256.3ｔ（12.0％）
有害ごみ
5.4ｔ（0.3％）
粗大ごみ
40.3ｔ（1.9％）
不燃ごみ
63.5ｔ（3.0％）

可燃ごみ
1,597.9ｔ（74.9％）

木・竹・わら類
27.2ｔ（1.7％）

紙・布
728.6ｔ（45.6％）

その他 0.0ｔ（0.0％）

不燃物類 
22.4ｔ（1.4％）
ビニール・ゴム・
合成樹脂類・皮革類
87.9ｔ（5.5％）

平成27年度
可燃ごみ投入量実績
1,597.9ｔ

厨芥類
731.8ｔ（45.8％）

町全体総排出量　2,134.0ｔ（平成26年度：2,155.5ｔ）
町民１人当たり年間排出量 279.5㎏
　　　〃　　　１日排出量 763.8ｇ（茶わん約５杯分）

人口（平成27年10月１日現在）

7,634人（外国人含む）

立科町のごみ処理状況

　平成27年度は、前年度比較で約22ｔのごみが減りました。
　ごみの資源化・減量化にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。平成28年度以降、生ごみの堆肥化事
業も推進してまいりますので、引続きごみの資源化・減量化にご協力ください。

　川西保健衛生施設組合は、立科町、東御市、佐久市が共同で維持管理運営をしており、毎年、各市町からのごみ
の搬入量に応じて、費用を負担しています。

ごみの排出量が減れば、町の費用負担も少なくなりますので、ごみの減量化にご協力ください。

１　「ごみゼロの日」県下一斉行動について
　県では、県下統一の行動日を設け、環境美化運動を推進して
います。
　町においても町内の環境美化を図るため、県の統一行動日を
中心として清掃活動等を推進しています。
　住民の皆様も各地区での清掃活動等にご理解ご協力ください。
　統一行動日　　５月29日㈰
　テーマ　「  ごみゼロが　世界に誇れる　おもてなし」 

（平成27年度　ごみの散乱防止と3Rを進めるため
の標語コンテスト入賞作品）

２　  「“チャレンジ800”ごみ減量推進事業」
「食べ残しを減らそう県民運動 
 ～e︲プロジェクト～」

「レジ袋削減県民スクラム運動」等
　  　県では、「“もったいない”を大切にし

て、信州が誇るライフスタイルを！」を
基本目標に、様々な取組みを推進してい
ます。ごみ減量の第一歩は、身近な活動
からが大切となりますので、一人ひとり
が環境に対しての関心を持ちましょう！

立科町環境審議会 宮下 昭会長（左）、関 一副会
長（右）から米村町長への答申。平成28年２月17日

　これまで、立科町は川西保健衛生施設組合が策定した、一
般廃棄物処理基本計画に則り、ごみを円滑に処理してきまし
た。組合を構成する、佐久市（旧望月町・旧浅科村）及び東
御市（旧北御牧村）が独自の処理基本計画を策定しているこ
と、また、組合の策定期間が終了することから、この度、立
科町独自の一般廃棄物（ごみ）処理基本計画及び災害廃棄物
処理計画を策定することとなりました。
　これに伴い、立科町環境審議会へ策定計画の諮問がなされ、
環境審議会で審議のうえ、米村町長へ答申がなされました。
　この計画は、立科町の以後15年間の一般廃棄物処理等を計
画する重要な案件であり、ごみの排出抑制、ごみの資源化や
生ごみの堆肥化等に重点を置き、ごみ処理事業の基本的事項
を慎重に審議し、ごみ処理事業の指針として定められました。

平成27年度「立科町一般廃棄物（ごみ）
処理基本計画」及び「立科町災害廃棄
物処理計画」の策定について

ごみの資源化・減量化にご協力ください！ 環境保健係

平成27年度ごみ処理量 可燃ごみの組成分類
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　公共施設や店舗など様々な施設に設置されている障がい者等用駐車場を適正にご利用いただくため、障がいのある
方や高齢の方、妊産婦の方など歩行が困難な方に、県内共通の「利用証」を交付する「信州パーキング・パーミット
制度」が４月20日からスタートしました。

◎利用証の交付対象者
　身体・知的・精神障がい者、難病患者、高齢者、妊産婦、けが人、歩行が困難な方など
　（詳しくは県のホームページをご覧ください。）

◎申請窓口
　●県庁地域福祉課【郵送・持参】
　●佐久保健福祉事務所福祉課【持参のみ】
　　※交付申請書は佐久保健福祉事務所福祉課・役場町民課にあります。（県のホームページからダウンロード可）

◎お問合せ先
　・県庁　健康福祉部地域福祉課　電話 026－232－0053
　・佐久合庁　佐久保健福祉事務所福祉課　電話 0267－63－3111㈹
　・役場　町民課福祉係　電話 56－2311　有線 2311 まで

◎利用できる駐車場 ◎利用証の種類
この制度に賛同する協力施設で、専用の案内表示の
ある駐車場で利用できます。

※対象駐車区画を利用の際、ルームミラー等に
　かけて車外から見えるように掲示します

▼車いす使用者 ▼車いす使用者以外

信州パーキング・パーミット
（障がい者等用駐車場利用証）制度がスタートしました

　お得な買い物ができる地方創生地域活性化「たてしな商品券」は、
多くの町民の皆様にご購入・ご利用いただきまして誠にありがとう
ございました。
　なお、使用されなかった商品券の販売金（余剰金）230,833円を
活用し、下記の品々を保育園の設備充実のために寄贈いたしました。

　●大型紙芝居　　　　●大型絵本と専用棚
　●エプロンシアター（エプロンを使った人形劇）
　●ミニトンネルシリーズ（遊具）
　●ハンズフリー拡声器

地方創生地域活性化「たてしな商品券」
の余剰金は保育園の設備のために活用させて頂きました

お問合せ先　立科町商工会
　電話 0267－56－1004　有線 2652

福祉係
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10年後に安心して生活できる町をつくるために

　年々、介護費用額は増加しています。施設サービス費は同程度に推移しているのに対して、在宅でサービ
スを利用している方が増えています。

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
（H27/２月
　サービス
　提供分まで）

（H27/８月
　サービス
　提供分まで）
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立科町の介護費用額の推移
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（出典）　【費用額】平成19年度から平成25年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、平成26年度：「介護保険事業状況報告（月
報）」の12か月累計、平成27年度：直近月までの「介護保険事業状況報告（月報）」の累計（※補足給付は費用額に含まれていない）

　　　　【第１号被保険者1人あたり費用額】「介護保険事業状況報告（年報）」（または直近月までの月報累計）における費用額を「介
護保険事業状況報告月報）」における第1号被保険者数の各月累計で除して算出

費用額（施設サービス）
費用額（居住系サービス）
費用額（在宅サービス）
第１号被保険者
１人１月あたり費用額

　65歳以上人口が総人口に占める割合は、2015年の34.1％から2025年の39.8％へ上昇する見込みです。なか
でも75歳以上の方は、要介護となる確率が高いとされていますが、2015年から2025年にかけて180人ほど増
加することが見込まれ、要介護者の急激な増加も見込まれます。一方で、地域の支え手である15歳～64歳の人
口は減少する見込みです。平成27年は、65歳以上の人１人を15歳～64歳の人1.6人で支えている社会構造に
なっています。平成27年の65歳以上の独居の方は町内におよそ330名ほどおり、今後も増加が予想されます。
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立科町の人口の推移

（出典）　2000年～ 2010年まで：総務省「国勢調査」
　　　　2015年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25（2013）年３月推計）

75歳以上
65歳～75歳未満
15歳未満
15歳～40歳未満
40歳～65歳未満
高齢化率
生産年齢人口割合

１ 立科町の人口構成について

２ 立科町の介護費用額はどのくらいかかってる？

シリーズ 第１弾
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　プロの手にゆだねなくても住民同士で、生活のちょっとした困りごとについて助け合うしくみができれば、
安心して住み慣れた町で生活できる方もいます。社会参加の多い人は転倒や認知症、うつのリスクが低いと
言われていることから元気な方が支え手になることは、自分自身の生きがいや健康維持につながると考えら
れます。
　若い世代は、安心して子育て・仕事ができ、年を重ねてもいきいきと生活が送れるように一人一人が生活
しやすい町づくりについて10年後を見据えて今、一緒に考えていきませんか？全国でも様々な取り組みがさ
れています。現在、町で地域支援づくり協議会を立ち上げ、地域での支え合いのしくみづくりについて検討
中ですが、今後も住民の皆様のご意見を取り入れながら、立科町に合った支援体制ができればと考えていま
すので、よろしくお願いします。
　次回は介護保険のサービスがどのように変わっていくかについてお伝えしたいと思います。

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医
・地域の連携病院

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入所
・急性期病院
・亜急性期・回復期
リハビリ病院

病気になったら･･･

医 療
介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステム

認知症の人

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要です。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特
性に応じて作り上げていくことが必要です。

３ 住み慣れた町で生活するために



平成28年度から軽自動車税が改正されます
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＊  登録年月日や燃費の環境負荷に関わ
らず、全ての原動機付自転車、二輪
車、小型特殊自動車の税率が変わり
ます。

※中古車を購入した場合も、自動車検査証の『初度検査年月』によって税率を決定します。

軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について
※  平成27年４月１日から平成28年３月31日までに新規取得した一定の環境性能を有する四輪以上及び三輪の軽自動

車（新車に限る）について、その燃費性能に応じて平成28年度のみ軽自動車税を軽減します。

税務係

車種区分
年税額

平成27年度 平成28年度

原動機付
自転車

50cc以下 1,000 2,000
90cc以下 1,200 2,000
125㏄以下 1,600 2,400
ミニカー 2,500 3,700

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 2,400

その他 4,700 5,900
二輪の軽自動車 2,400 3,600

二輪の小型自動車 4,000 6,000

２　四輪車および三輪の軽自動車の税率について

車種区分

年税額
平成27年３月31日以前の登
録車（平成27年３月31日以
前に新車新規登録済（自動車
検査証の「初度検査年月」が
平成27年３月以前のもの）は、
現在の税率を適用

平成27年４月１日以降の登録
車（平成27年４月１日以後に
新車新規登録した車（自動車
検査証の「初度検査年月」が
平成27年４月以降のもの）に
は、新税率を適用

新規登録後13年超の車両（経年
重課）（左記にかかわらず、平
成28年４月１日以降の賦課期日

（４月１日）現在に、新車新規
登録から13年を超える車には、
新税率（経年重課）を適用

四輪以上
乗用

自家用 7,200 10,800 12,900 
営業用 5,500 6,900 8,200 

貨物
自家用 4,000 5,000 6,000 
営業用 3,000 3,800 4,500 

三輪自動車 3,100 3,900 4,600 

１　原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪車等の税率（税額）について

　次の手帳をお持ちの方で自らが運転する軽自動車、またはその方の外出・送迎等のために使用する軽自動車
で、所有・使用要件及び障害等級等の要件を満たす場合は、軽自動車税が減免されます。（自家用の軽自動車
１台に限ります。）

手帳の種類 ・身体障害者手帳　　・療育手帳　　・精神障害者保健福祉手帳　　・戦傷病者手帳

　自動車税（県税）の減免を受けている場合は、軽自動車税は減免を受けることはできません。
　申請期限は平成28年５月31日㈫、手続きは税務係までお願いします。
　減免申請に必要な書類、障害等級要件等については、税務係にお問合せください。

お問合せ先　役場 総務課 税務係　電話 56－2311　有線 2311

軽自動車税の減免について 税務係

◎平成28年度の自動車税は５月31日㈫が納期限です。
　自動車税は、県のさまざまな事業を進める上で大変重要な財源となっています。
　５月上旬に納税通知書が届きます。必ず納期限までに納めましょう。
　コンビニエンスストアでは、休日・夜間でも納めることができます。

　自動車税　守る納期　あなたがお手本
お問合せ先　佐久地方事務所　税務課　電話 0267－63－3136（直通）

長野県佐久地方
事務所からの
お知らせ 平成28年度キャンペーン標語
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の
共

働
き
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
増
加
な
ど
現
代
社

会
の
歪
み
が
子
育
て
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
、
立
科
町
の
明
る
い
未
来
を
築

い
て
い
く
子
ど
も
達
の
為
に
「
子
育
て
し
や
す

い
町
づ
く
り
」
に
精
一
杯
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
所
で
あ
り
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
が

共
に
協
力
し
「
立
科
の
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
達

の
未
来
に
繋
げ
る
事
が
私
達
大
人
の
責
任
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
、
私
も
町
政
運
営
に
邁 

進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
⑦

米
村
匡
人

職　名 氏　名 職　名 氏　名
団　　　長 山浦　　洋 ラ ッ パ 長 田中　辰也
副　団　長 永原　幹夫 副ラッパ長 今井総一郎
副　団　長 中村　　収 本　部　長 伊藤　千織

分団名 分団長 副分団長 分団名 分団長 副分団長
町 上原　邦義 武重　公大 細　　谷 山浦　敬信 清水　洋平

古　　町 児玉　祐二 小林　　翼 山　　部 關　　　大 渋谷　圭一
野　　方 清水　慶一 小林　幸成 牛　　鹿 浦野　勇次 中澤雄一郎
赤　　沢 山浦　英明 櫻井　大輔 外　　倉 小宮山正峰 齊藤　正幸
塩　　沢 小林　一徳 今井　真吾 宇　　山 桝野　博高 今井　由春
西 塩 沢 関森　良友 小林　伸也 茂 田 井 竹城　義彦 両川　拓朗
藤　　沢 中島　敬博 市川　　潤 蓼　　科 翠川　慎治 小宮山大吾
桐　　原 佐藤　英明 田中亜州馬 大　　城 依田　清澄 平賀　徳幸

消防団長に山浦　洋氏・副団長に
永原幹夫氏・中村　収氏

ラッパ長に田中辰也氏・副ラッパ長に
今井総一郎氏　就任

　４月２日権現山運動公園屋内運動場で平成28年
度立科町消防団幹部及び新入団員任命式が行われ
ました。
　まず、町長から山浦洋氏に消防団長任命の辞令
が交付され、団長からは副団長の中村収氏、ラッ
パ長の田中辰也氏、副ラッパ長の今井総一郎氏、
分団長以下の新幹部（分団長、副分団長、班長）57名、新入団員15名に辞令が交付されました。
　本年度の立科町消防団は総勢370名で、災害防止活動に取り組みます。
　なお、団幹部は次のとおりです。

平成28年度　立科町消防団幹部名簿（敬称略）

庶務係

　また、翌日４月３日には川西消防署員の指導の下、幹部・新入団員を対象に講義及び規律訓練が実施されました。

平成28年度 立科町消防団幹部構成

立科町消防団幹部構成決まる
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交通安全
庶務係

東北信地区交通災害共済　見舞金請求の手引き
・請求期間は事故発生日から２年以内です。
・  事故発生日から１年以内の災害の程度に応じて見舞金

を支給します。
・  治療実日数（入通院合算）が２日以上から見舞金の支

給対象となります。
・  見舞金の請求については、治療が全て終了した時点で

請求してください。

①  役場窓口で見舞金請求書を受け取り、交通事故証明書、
診断書を揃えます。

　●見舞金請求書
　　・住所、氏名、口座等を記入してください。
　　・  ２枚複写になっていますので、必ず２枚目にも押

印してください。
　●交通事故証明書
　【警察届出がある場合】
　　・  交通事故証明書申請用紙により郵便局で交付手数

料を振込むと申請者の住所へ郵送されます。（概
ね10日前後で郵送されます）

　　・  正本を提出した場合は、交付手数料（540円）も
支給されます。

　【警察届出がない場合】
　　・  組合指定の事故証明書に事故状況等を記入してく

ださい。

　●診断書
　　・  複数の医療機関にかかっている場合は、各医療機

関の診断書を提出してください。
　　　  ただし、１日に複数の医療機関にかかった場合は、

治療実日数は１日となります。
　　・死亡の場合は死体検案書も認められます。
　●診断書の領収書（コピー可）
　　・  診断書の正本を提出した場合に提出してください。

領収書の提出により、診断書の取得に要した額を
１回の請求につき１通分、3,000円を上限に支給
します。

②  全ての書類が揃った時点で市町村窓口へ提出してくだ
さい。

③  見舞金が決定すると、市町村を通して見舞金決定通知
書が郵送されます。

☆提出書類
　①見舞金請求書
　②交通事故証明書
　③診断書
　④  診断書料の領収書（コピー可・診断書が正本の場合

のみ）
　⑤戸籍抄本（死亡の場合のみ）

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
、
立

科
町
交
通
安
全
協
会
、
役
場
職
員
を

中
心
に
、
保
育
園
・
小
学
校
周
辺
や

通
学
路
の
横
断
歩
道
で
街
頭
指
導
と

広
報
車
に
よ
る
巡
回
を
行
い
、
児
童

の
安
全
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

期間中の行事 （町・交通安全協会、
 佐久警察署の協力による活動）

■啓発活動

４月６日　｢佐久警察署川西庁舎前｣ にて
交通指導所を開設しました。

■
高
齢
者
交
通
安
全

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
４
月
11
日
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
及
び
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
権
現
山
運
動
公
園
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
佐
久
警
察

署
長
さ
ん
の
交
通
講
話
を
聞
き
、
加
齢

に
伴
う
身
体
能
力
の
低
下
を
自
覚
し
、

今
ま
で
以
上
の
安
全
確
認
が
必
要
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
茂
田
井
Ｂ

　
準
優
勝　
宇
山

　
３　
位　
茂
田
井
Ａ
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町
で
は
、
昨
年
度
蓼
科
地
区
を
除
く
町
内

35
个
所
に
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局
、

災
害
時
の
一
時
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

各
地
区
の
公
民
館
、
学
校
等
の
他
、
公
共
施

設
、
医
療
機
関
等
57
个
所
に
屋
内
戸
別
受
信

機
を
設
置
し
、
４
月
１
日
か
ら
毎
日
正
午
に

チ
ャ
イ
ム
を
放
送
し
て
お
り
、
今
後
も
次
の

と
お
り
運
用
し
ま
す
。

１　
定
時
放
送
　
毎
日

　

  （
各
局
の
受
信
確
認
を
兼
ね
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
づ
き
の
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
庶
務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

　
①　

  

正
午
の
時
報
…
チ
ャ
イ
ム
（
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
鐘
）

２　
任
意
放
送
　
随
時

⑴　
防
災
・
防
犯
等
に
関
す
る
行
政
連
絡

　
①　
火
災
予
防
週
間
等
の
啓
発

　
②　

  

官
公
署
等
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
放
送

（
行
方
不
明
者
に
関
す
る
情
報
提
供

依
頼
等
）

３　
緊
急
放
送
　
非
常
時

⑴　
役
場
か
ら
の
放
送

　
①　

  

火
災
発
生
時
の
情
報
伝
達
・
出
動
指

令
等

　
②　

  

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
・
避
難
指

示
等

⑵　

  

Ｊ 

│
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）
連
動
放
送

　
①　

  

国
民
保
護
情
報
（
ゲ
リ
ラ
・
航
空
攻

撃
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
テ
ロ
等
）

　
②　
緊
急
地
震
速
報（
推
定
震
度
４
～
）

　
③　
気
象
情
報
（
特
別
警
報
発
令
時
）

⑶　

  
３
キ
ャ
リ
ア
（
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
）
向
け
緊
急
速
報
メ
ー
ル
配

信

　
①　

  

Ｊ 

│
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
連
動
に
よ
る
緊

急
速
報
メ
ー
ル

　
②　

  

役
場
か
ら
の
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー

ル

⑷　
そ
の
他

　

  

有
線
放
送
・
音
声
告
知
放
送
と
の
連
動

（
同
じ
内
容
の
放
送
が
流
れ
ま
す
。）

立
科
町
防
災
行
政
無
線
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

　商品の売買に使用したり、各種の証明行為に使用する「はかり」をお持ちのみなさんは、２年に１回の定期検
査を受ける必要があります。
　今年度は、立科町を対象として、下記の日程で定期検査が実施されますので「はかり」を持参し、必ず検査を
受けてください。検査日の都合が悪い方は、近隣市町村での検査日をご案内しますので、お問合せください。
　なお、検査には手数料（検査代金）が必要となります。（手数料はひょう量の種類によって異なります。）また
持ち込む際は、はかりに付着した粉、水分、ほこり等を落としてきてください。
　●日　時　５月27日㈮　午後１時30分～３時30分まで
　●場　所　立科町役場　地下駐車場

お問合せ先　観光商工課　電話 56－2311　長野県計量検定所 検定・検査課　電話 0263－47－4006

http://www.stat.go.jp/data/e-census/guide/

企画振興係平成28年経済センサス
活動調査

総務省と経済産業省は、平成28年６月１日現在で、「平成28年経済センサス─活動
調査」を実施します。全国のすべての事業所及び企業が対象になります。
皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

経済センサスホームページのご案内 経済センサス 検索扌

取引・証明用に使用する「はかり」をお持ちの皆さんへ 商工係
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～38講座をお気軽にご利用ください～
　この講座は、町民の皆さんのもとに町長や担当職員が出向き、町の事業や制度などのテーマについてお話を
させていただく講座です。
　身近な話題や町政に関することなど、皆さんの活動に役立つテーマを選び、お気軽にお申込みください。

利用できる方    町内に在住、在勤、在学するおおむね10名以上の集まりとします。（自治会、企業、サークル、学校、
地域の団体など）

開催日時及び会場    平日の午前10時～午後９時までの間で、会場は町内に限ります。（休日の開催についても、ご相談に
応じます。）

費　　　　 用  無料です。（教材費が必要な場合もあります。）
申込方法及びお問合せ  「出前講座申込書」により申込みが必要になりますので、各講座担当係へお問合せください。

出前講座メニュー 一覧

企画振興係

番号 講座名 所要時間
の目安 担当係

20 生ごみの減量化について 40分 町民課
環境保健係21 生活習慣病予防 60分

22 社会体育施設について 30分

社会教育課
社会教育人
権政策係

23 町の文化財について 60分

24 人権教育の推進 60分

25 男女共同参画社会実現に向けて 60分

26 白樺高原の観光　
　～白樺高原観光実情～ 60分 観光商工課

観光係

27 町の商工業について 30分 観光商工課
商工係

28 農地の売買、転用、貸し借りを
行う時に 30分

農林課
農林係

29 農業者年金はあなたに有利な
制度です 30分

30 「グリーンツーリズム」について 30分

31 間伐の推進について　
　～松くい虫とは？～ 60分

32 町の広報・広聴 30分

企画課
企画振興係

33 情報公開と個人情報保護制度 30分

34 地域交通対策 30分

35 「ふるさと　たてしな　座談会」
～町長と、語り合いでまちづくり～ 90分

36 ふれ愛と安心の町づくり 40分
社会福祉
協議会37 社会福祉協議会って？ 40分

38 災害ボランティア訓練 60～90分

番号 講座名 所要時間
の目安 担当係

１ 議会とは 60分 議会事務局

２ わが家の防災対策　
～いざという時に～ 30分

総務課
庶務係

３ わが家の防火　
～自分の家は自分で守る～ 30分

４ 応急手当の必要性
～あなたにもできる応急手当～ 90分

５ 防犯で安心のまちづくり 30分

６ 防犯ボランティアについて 30分

７ 交通安全　～交通事故に
遭わない起こさないために～ 30分

８ 町の予算 60分 総務課
財政係

９ 町税について 60分 総務課
税務係

10 悪質商法にあわないために 30分 町民課
住民係

11 介護保険について 60分 町民課
高齢者
支援係12 後期高齢者医療について 30分

13 地域をつくる福祉施策 40分 町民課
福祉係14 障がい者支援について 40分

15 安心子育て 60分

町民課
環境保健係

16 「心豊かな生活のために」 60分

17 国民健康保険について 60分

18 食育　親子でクッキング 60～90分

19 ごみの分別について 60分

立科町 　前講座　前講座出
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松くい虫伐採事業を行っています ─松林所有の皆様へ─ 農林係
　町では、松くい虫の被害拡大及び枯損木の倒壊による二次被害を予防するため伐採を行っています。
　この事業では、国の補助制度を活用し、対象松林内（私有林含む）において、被害木の駆除処理を行ってい
ます。（山林内に限定されており、また、予算に限りがあるので被害木全てが伐採されないこともあります。）
　この事業の実施にあたり、所有者の方にご連絡なく被害木を処理しますが、ご理解とご協力をお願いします。
　また、山林外（墓地・宅地等）の被害木については下記の補助事業をご活用ください。詳細につきましては
農林課までお問合せください。

山林外松くい虫防除伐採補助金について 農林係
　山林外の松で松くい虫の被害の拡大及び枯損木の倒壊による二次被害を予防するため、業者等に委託して松
くい虫による枯損木の処理を行うに要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。
　補助金の交付対象となる者は、町内に松くい虫の被害木を有し、その被害木の処理を業者等に委託し、処理
経費を負担した者とします。
　補助金の額は、処理経費の２分の１以内とし、10万円を限度とします。
　詳細については、農林課までお問合せください。

まきストーブ本体の購入助成及びまき（カラマツ材）の提供について 農林係
　町では、平成26年度からまきストーブ本体への支援（本体購入費の１/４以内上限10万円）を行っています。
本年もまきストーブ本体への支援を行っていますので、ご活用ください。
　また、町では、町有林内の森林整備（間伐）を実施した際に不用となった材（カラマツ材に限る）を無償に
て提供しますので、ご希望の方は農林課において、申請手続きをお願いします。

　農林課から平成28年度新規補助事業を紹介します。

１　りんご苗木購入助成事業について
　りんごの苗木購入に対して補助金を交付します。
　補助額は、苗木購入経費の１/３以内ですが、JA佐久浅間等から助成がある場合は
補助残の１/３以内となります。

２　農業用ビニールパイプハウス設置補助事業について
　農業用ビニールパイプハウス購入について補助金を交付します。
　購入したビニールパイプハウス内で生産した農産物を町内へ出荷すること
を要件に、資材購入経費の１/３以内で、上限20万円となります。

３　鳥獣被害防止施設設置補助事業について
　鳥獣被害防止施設の購入に対して補助金を交付します。
　補助額は、施設購入経費の１/３以内で、上限10万円です。

　それぞれの事業は予算に限りがあります。詳細については、農林課までお問合せください。

平成28年度農林課新規補助事業について

お問合せ先　役場 農林課　電話 56－2311　有線 2311 

農林係
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　二十歳になると、学生の方も国民年金に加入し保険料を納める必要があります。しかし、学生の方は一般的
に所得が少ないため保険料を自分で納めることが困難ですので、本人の前年度所得が※一定額以下の場合は、
在学期間中の保険料納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
※所得のめやす　118万円＋（扶養親族の数×38万円）で計算した額以下

①申請手続き（毎年度申請が必要です）
　受付窓口は、役場住民係です。なお、申請手続きには次のものが必要です。
　１．在学証明書または学生証（写しでも可）　２．印鑑

②対象となる学生
　大学（大学院含む）や短期大学、専門学校および各種学校などに在学する、
　昼間、夜間、定時制、通信課程の学生です。

＊この制度の申請にあたっては、以下の点にご留意ください。
１）  この期間は老齢基礎年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入されますが、受給する年金額

には反映されません。
　　  　そこで、学生納付特例が承認された期間の保険料は、10年以内（平成28年４月分は平成38年４月まで）

であれば、古い期間から順に納付が可能です。（ただし、承認を受けた年度の翌年度から起算して３年目
以降は当時の保険料に一定の金額が加算されます。）

２）障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。（一定の受給要件があります。）

＊  平成27年度に学生納付特例の承認を受けられた方で、引き続き同じ学校に在学される方には、ハガキ形式の
学生納付特例申請書が、日本年金機構から送られてきますので、必要事項を記入し返信することにより、今
年度の申請手続きが完了します。

地域包括支援センター・高齢者支援係

地域包括支援センターです！こち ら
　すがすがしい季節がやってきました。
　おいしい空気を吸って体を動かすと、心や体にいいだけでなく、新しい発見や出会いがあるかもしれません。
　今年も大好評のはつらつウォーキング教室を６月より開催致します。大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

●対象者　おおむね65歳以上の町民の皆さん（３キロ～４キロ程度歩ける方）
●日　程　６月14日㈫　６月28日㈫　７月12日㈫　 ７月26日㈫　 ８月 ２日㈫
　　　　　８月23日㈫　９月 ６日㈫　９月27日㈫　10月11日㈫　10月25日㈫
●時　間　午前９時30分～11時30分頃まで
●内　容　ストレッチをした後、町内の名所周辺を３キロほど歩きます。
●講　師　  身体教育医学研究所　健康運動指導士　 

日本ポールウォーキング協会　アドバンスコーチ
●持ち物　タオル・水分・帽子等
●費　用　1000円程度（行事用の任意保険）
　　　　　コース内容により女神湖周辺で食事をする場合がございます。その場合は自己負担となります。
●申込み　５月９日㈪～５月20日㈮
　　　　　地域包括支援センター　有線 2311　電話 56－2311までご連絡ください。　

※教室の内容、日程は天候や講師の都合で変更になることがあります。

はつらつウォーキング教室

高齢者支援係

国民年金保険料 　学生納付特例制度 住民係

お願い：心臓や股関節等に持病がある方は、主治医にご相談の上、お申込みください。
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　４月１日付で山浦正志氏
（古町）が固定資産評価審査委
員に再任されました。
　任期は、平成28年４月１日
から平成31年３月31日までの
３年間です。

５月５日～11日は「児童福祉週間」です

児童福祉週間とは
　すべての子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら健やかに育つことは、社会の宝である
子どもたちに対する国民全体の願いであります。児童福祉の理念の一層の周知と子供を取り巻く諸問題に対
する社会的関心の喚起を図るため、昭和22年から毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉
週間」と定めています。

平成28年度児童福祉週間標語

『その笑顔　未来を照らす　道しるべ』
＊厚生労働省では毎年９月頃から標語の募集をしています。

各種取組
　週間中は全国で各種事業及び行事を行います。
　詳細は厚生労働省HPをご覧ください。

福祉係

ぜひ行事に
お出かけください

　固定資産評価審査委員は、固定資産課税台帳に登録された事項に関する申出のあった審査及び決定に対し、
中立的、専門的な立場から審査し、課税の公平を期する者として、学織経験を有する者のうちから、町長が議
会の同意を得て選任することになっています。

固定資産評価審査委員の選任について

教育委員の選任について

固定資産評価審査委員構成（敬称略）

職　名 氏　名 委員任期

委　員 中澤 邦雄 平成29年３月31日

委　員 立野 孝一 平成30年３月31日

委　員 山浦 正志 平成31年３月31日 山浦正志委員

教育委員の米澤修一氏が３月
31日に任期満了になりまし
たが、引き続き教育委員とし
て選任し、３月定例議会にて
同意され平成28年４月１日
より平成31年９月30日まで
の任期で２期目を務めていた

だくことになりました。同氏は千曲市在住で、高
校教諭として県内を勤務され県立飯山北高の校長、
長野県教育委員会教育次長など歴任しております。

米澤修一教育委員

高尾昌子教育委員が３月31
日をもって都合により辞任い
たしましたので、新たに立科
町日向の堀美智子氏を教育委
員に選任し、３月定例議会に
て同意され平成28年４月１
日より平成30年９月30日ま

での任期で務めていただくことになりました。同
氏は養護教諭として県内小中学校を勤務され、立
科中学校でも７年間勤務しております。

堀美智子教育委員
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環境保健係

　立科町では、がん検診の受診促進と、がんの早期発見及び治療をすることで町民の皆さんの健康管理と健康の保
持増進を目的に、平成28年４月１日以降、医療機関で実施したがん検診費用の一部について助成金を交付します。
　胃がん・乳がん・子宮頸がん検診が、対象となります!!

がん検診助成金交付事業がスタートします！

環境保健係

　立科町で実施している特定健診は、平成28年度から対象者のすべての方の検診料を無料
とし、より受けやすくなります。特定健診を受けて、日頃の健康管理にお役立てください。

◆特定健診の申込み方法
　◇  「平成28年度検診申込書」で申込みをした方は、５月下旬に案内・受診券等が届くので、案内に

従って受診する。
　◇「平成28年度検診申込書」で申込みをされなかった方は、
　　あなたが受ける特定健診の種類を選んで、役場環境保健係に電話で申込む。
　　　　　　申込先　電話 56－2311　有線 2311

◆特定健診の種類と内容等
【内容】　身長、体重、腹囲、尿検査、血液検査（肝機能・血中脂質・血糖）　診察
※集団健診・町内個別健診は、血液検査（腎機能・尿酸　・貧血等）、心電図検査を追加して行います。

特定健診の種類（会場） 日程 対象年齢
集団健診

７/１　総合観光センター
その他は老人福祉センター

７月１日㈮～７月８日㈮
８月１日㈪～８月８日㈪

（土日を除く）

30～39歳
40～74歳で国保加入者

75歳以上
町内個別

（町内医院）
６月１日㈬～３月11日㈯

☆自分の都合に合わせて受診できます。
　（土曜日も受けられる医院があります。）

上記集団健診と同様

町外個別
（県内契約医療機関） 40～74歳で国保加入者

約9,000円の健診
内容を無料で受け
られてお得です！

特定健診が無料になります！
健診期間は、平成28年６月１日から

申請の手続きは簡単!!
　◎  領収書等の原本（検診の内容・検診費用の額）と印鑑、振込先の口座がわかるようにして環境保健係

までお越しください!!
　◆人間ドック・職場のがん検診・保険診療による検診は、助成対象外となりますのでご注意ください!!

検診の種類 助成金の額（上限額） 交付回数
胃がん検診 6,000円 ＊２年に１回

　（連続交付はしません）乳がん検診 4,000円
子宮頸がん 4,000円

対象者になる方
　●町民の方で、対象年齢に該当し、がん検診費用を自己負担している方が対象となります。
　　ただし、立科町が実施する集団がん検診と両方を受診することはできませんので、ご注意ください！
検診の種類・検査方法・対象年齢

助成金の金額（上限額）

検診の種類 検査方法 対象者の年齢 備考
胃がん検診 胃内視鏡検査（胃カメラ検診） 50歳以上 ＊年齢は、

　H29年３月31日現在乳がん検診 マンモグラフィー検査 40歳以上の女性
子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診検査 20歳以上の女性

　助成金の額は、がん検診費用の実費分（自己負担分）で、上限は下表の通りです。

お問合せ先　環境保健係　
　　　　　　電話 56－2311　有線2311

平成28年度新規事業
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

戒名や法名は、いつ頃までに墓誌に刻めばいいの？

「この日までに」という決まりはありません。ご家族・関係者で相談して決めてください。

一般的には、四十九日・百ヵ日・一周忌等の法要やお盆、お彼岸等にあわせて刻まれる
ことが多いです。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

いつまでも自分の足で歩くために…
今から始めましょう、『ロコモ予防』！２年目！

●期間　５月24日㈫～６月15日㈬
●塲所　南部・東部地区の各公民館
●時間　午後７時～８時30分　※地区によって前後する場合があります
●対象　18歳以上の町民の方ならどなたでも、男女も問わずご参加いただけます。
　　　　南部地区・東部地区の皆さんが対象（予約不要）
●料金　無料 
●内容　【ロコモチェック】３項目をチェックします。
　　　　①骨密度測定（骨量を測定。骨量が少ないと骨折などけがをしやすくなります。）
　　　　②体格測定（体組成計で測定。体重が多すぎても、少なすぎても体に負担をかけます。）
　　　　③ロコモ度テスト（歩幅測定。下肢の筋力・バランス能力・柔軟性などを含めた歩行能力が総合的に評価できます。）
　　　　【講話】測定結果の見方も含め、全般的なロコモの予防についてお話します。
　※今日から取り組める内容となっております。是非ご参加ください。

環境保健係保健ニュース

今年度の「ロコモ予防教室」地区巡回講座についてご案内します

昨年度から「ロコモ予防教室」を初めて…地域の会議の中でこんな声をいただくようになりました

南部・東部地区の皆さんへ ☆詳しくは地区で配布されるチラシをご覧ください。

●日　時　６月17日㈮　午後１時30分～３時
●場　所　老人福祉センター　集会室
●内　容　巡回講座と同様　（南部・東部地区の方は地区公民館にてお受けください。） 
●定　員　概ね30名程度（予約制：申込み〆切　６月10日㈮までにご連絡ください。）
●申込先　立科町役場　町民課　環境保健係　電話 56－2311　有線 2311

西部・茂田井地区の皆さんの「ロコモ予防」教室参加者募集

毎年教室に参加したい皆さんへ

Ｑ：「ロコモってよく聞くけどなんですか？」
Ａ：「ロコモ」＝運動器症候群：ロコモティブシンドロームの略です。
　　運動器症候群とは、「運動器の障害」により「要介護になる」リスクが高い状態にある事です。
　　  運動器とは、骨・関節・靭帯・脊椎・脊髄・筋肉・腱・末梢神経など身体を支え、動かす役割をする器官の総称

です。
　今後もより多くの方に関心を持っていただくとともに、「ロコモ予防」の目的「健康寿命の延伸」が一人でも多く
叶うよう取り組んでいきたいと思います。
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　４月号に引き続き、減塩モニターアンケートの結果第２弾です。

　「麺類の汁をどの位飲みますか」の質問に、半分から全部飲むと答えた方は男性の約６割、
女性では、約３割でした。麺類の汁には塩分が多く含まれているため、汁を半分残すだけで
も、約３gの減塩につながると言われています。

　また、調味料のかけ方は、男女ともに「すこしかける」という方が多く、減塩に対する意識の高さがうかがえます。

　塩分のとり方で気をつけていることを見てみると、「う
す味にする」と回答された方が一番多く、続いて「加工
食品を減らす」、「香辛料や香味野菜を使う」でした。

減塩モニターアンケートの
結果をお知らせします！（第２回）

環境保健係
食育
みんなで

教育委員会

　人権擁護委員制度は、民間の人の協力の下に、官民一体となって人権を擁護する活動を行うのが望ましいとの観点
から設けられたもので、諸外国にも例を見ないものです。
　現在、約14,000名の委員が全国の各市町村に配置され、積極的な活動を行っています。
人権擁護委員の活動と役割
１．  地域の皆さんからの人権に関する相談に応じる「あなたの街の相談パートナー」です。相談は無料で、相談内容
等の秘密は厳守します。

２．「人権を侵害された」という被害者からの申告などを受け、法務局職員と協力して、調査・処理に当たります。
３．人権の大切さを多くの方々に知っていただき、また、考えていただくために、様々な啓発活動を行っています。
当町の人権擁護委員
　・林　茂委員　　・関　紀子委員　　・市川義則委員　　・笹井　隆委員　　　以上４名です。

《人権相談連絡先》
　・みんなの人権110番　　　　 0570－003－110（全国共通）
　・子どもの人権110番　　　　 0120－007－110（全国共通・無料）
　・女性の人権ホットライン　　0570－070－810（全国共通）
　・長野地方法務局佐久支局　　0267－67－2272

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）

６月１日は人権擁護委員の日です

麺類の汁はどの位飲みますか
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女
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資料で読み解く「真田一族」
笹本　正治（監修）　和根崎　剛（責任編集）　郷土出版社（出版）
真田氏の始まり、信玄との出会い、真田丸の攻防、松代移封
など、真田一族について、多面的かつビジュアルに、最新の
研究を盛り込んで解説する。
……………………………………………………………………………

「大蓮院　小松姫」真田家の守護神
上月　くる（著）　郷土出版社（出版）
真田幸村の華々しい活躍のかげで、最後まで真田家を守ったのは
信之の正室、小松姫だった。真田家と徳川家を繋ぐ重責を担い、
女性としてささやかな幸せを望む小松姫の、苦悩や喜びを描いた
歴史小説。
……………………………………………………………………………

「うめじいのたんじょうび」
かがくいひろし（作・絵）　講談社（出版）
うめじいって、いったい、いくつなんだろう？たくあんや、あさ
づけきゅうりなどの仲間たちがうめじいのたんじょうびを祝う、
ゆかいな絵本。
……………………………………………………………………………

「おかあさん　だいすきだよ」
みやにし　たつや（作・絵）　金の星社（出版）
子どもはお母さんが大好きです。自分のお母さんがどんなに、お
こりんぼうでも…。
子どもを抱きしめたくなる！ママへ贈る一冊。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　５月25日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　未就園児
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

おはなし会

「ちゅうりっぷの会」による

新着図書

笹本　正治（監修）　和根崎　剛（責任編集）　郷土出版社（出版）

　中央公民館図書室は、昭和61年（1986年）５月11日に開室し、平成28年（2016年）５月11日で30周年を迎
えます。そこで、図書室30年のあゆみを振り返るとともに、町民の皆さんに「本を読む楽しさ」を知ってもら
うための企画を開催します。
　第１弾は、生活の中に読書を定着させていくための取組みとして、「記念式典」と「大きなおはなし会」を開
催します。
　そして、第２弾は記念講演会として「中川ひろたか絵本とうたのファミリーコンサート」を10月30日㈰に開
催予定です。
　第１弾の「記念式典」と「大きなおはなし会」は、下記のとおりの日程で開催します。どなたでもご参加い
ただけますので、大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

第１弾　【記念セレモニー】
　●期　日：５月28日㈯
　●時　間：午前10時から正午まで　●場　所：中央公民館　大会議室
　●内　容：
　　 第１部　記念式典 　午前10時～10時30分
　　　各代表あいさつ、感謝状贈呈等
　　 第２部　大きなおはなし会 　午前10時40分～正午
　　　町内の読み聞かせグループが一堂に会し、読み聞かせ等を行います。
　　また、グループの選抜メンバーによる劇風発表「うらしまたろう」も行います。

　中央公民館図書室は、昭和61年（1986年）５月11日に開室し、平成28年（2016年）５月11日で30周年を迎

「公民館図書室30周年記念セレモニー」開催のお知らせ

立科町公民館図書館
Since 1986

おかげさまで
30周年

Since 1986

ANNIVERSARY



18広報たてしな  2016年５月

 　
平
成
26
年
の
「
広
報
た
て
し
な
」
５
月
号
で

ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
し
た
Ａ
教
授
が
、
平
成
27

年
４
月
、
兵
庫
県
の
大
学
か
ら
東
京
の
Ｔ
大
学

に
異い

動ど
う

さ
れ
ま
し
た
。
│
ご
記き

憶お
く

の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
嬉う

れ

し
い
限
り
で
す
が
、
Ａ
教

授
は
、
若
か
り
し
頃
、
運
動
は
苦
手
な
が
ら
も
、

授
業
の
準
備
や
片
付
け
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
だ
生
徒
の
通
知
票
に
、「
４
」
の
評
定
を

つ
け
た
中
学
校
の
保
健
体
育
科
教
師
で
す
。

　
現
在
、
Ｔ
大
学
児
童
教
育
学
科
で
、
保
育
者

及
び
教
育
者
育
成
の
た
め
の
学
生
指
導
と
体
育

科
教
育
学
の
研
究
に
携た

ず
さわ
っ
て
お
ら
れ
る
Ａ
教

授
か
ら
、
昨
秋
、
電
話
で
次
の
よ
う
な
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。
面お

も

映は

ゆ
い
点
も
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
が
、
臆お

く

面め
ん

も
な
く
ご
紹
介
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
５
月
、
立
科
町
教
育
委
員
会
が
発
行
さ

れ
た
「
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！ 
子
ど
も
の

育
ち
」
を
、
小
幼
コ
ー
ス
４
年
生
10
名
（
Ａ
教

授
ゼ
ミ
）
の
教
育
学
科
専
門
科
目
「
教き

ょ
う

職し
ょ
く

実じ
っ

践せ
ん

演え
ん

習し
ゅ
う」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
履り

修し
ゅ
うし

て
い
る
学
生
が
、
学
校
教
育
現
場
の

現
状
と
課
題
を
理
解
し
、
教
育
と
は
何
か
、
と

い
う
教
育
の
本
質
を
考
え
合
う
う
え
で
、
極き

わ

め

て
有
効
な
提
言
が
、
テ
ー
マ
ご
と
に
簡か

ん

潔け
つ

に
ま

と
め
ら
れ
て
あ
る
か
ら
で
す
。

　
毎
週
火
曜
日
の
午
後
の
演
習
（
１
時
10
分
～

４
時
30
分
）
で
、
毎
回
二
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
読
み
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
提
案
と

司
会
を
順
番
で
行
い
、
テ
ー
マ
は
提
案
者
が
選

ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
の
学
生
10
名
の
ま
と
ま
り
が
非
常
に
良

く
、
毎
回
、
と
て
も
和
や
か
で
、
熱
心
な
演
習

が
繰く

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
手て

前ま
え

味み

噌そ

に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
大
学
４
年
生
が
教
育
に
つ
い

て
前
向
き
に
考
え
合
い
、
語
り
合
う
場
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
ゼ
ミ
の
舵か

じ

取と

り
役
で
、
随ず

い

時じ

、
軌き

道ど
う

修し
ゅ
う

正せ
い

し
た
り
、
補ほ

足そ
く

し
た
り
、
ま
た
、
指
導

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
鋭す

る
どい
指し

摘て
き

や

斬ざ
ん

新し
ん

な
視
点
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
得え

難が
た

い
学
び
の

場
で
す
。

　
そ
こ
で
、
著ち

ょ

者し
ゃ

で
あ
る
岩
上
先
生
に
、
ぜ
ひ

本
学
（
Ｔ
大
学
）
に
お
出い

で
い
た
だ
き
、
学
校

教
育
の
実じ

っ

際さ
い

の
様
子
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

著
者
の
立
場
か
ら
ゼ
ミ
の
学
生
に
ご
指
導
と
ご

提
言
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有あ

り

難が
た

い
の
で
す
が

…
…
、
如い

か
が何

で
し
ょ
う
か
。

　
学
生
も
大
い
に
喜
び
、
大
い
に
張
り
切
る
と

思
い
ま
す
し
、
ぜ
ひ
先
生
に
ゼ
ミ
の
雰ふ

ん

囲い

気き

を

肌は
だ

で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
は
、
同
じ
く
教
育
に
係か

か

わ
る
者
と
し
て
、

私
に
は
な
い
も
の
を
お
持
ち
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
先
生
の
ご
見
識
と
ご
経
験
を
前ぜ

ん

途と

有ゆ
う

為い

な

大
学
生
に
直
接
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
幾い

く

つ
歳と

し

を
重
ね
て
も
、
自
分
な
り
に
こ
だ
わ

り
続
け
た
こ
と
に
何
ら
か
の
評
価
を
い
た
だ
き

ま
す
と
、
嬉
し
く
、
励
み
に
な
る
も
の
で
す
。

│
こ
の
心
の
動
き
（
心
理
）
は
、
ま
さ
に
承し

ょ
う

認に
ん

欲よ
っ

求き
ゅ
うが

充じ
ゅ
う

足そ
く

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。（
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
何

度
も
引い

ん

用よ
う

致
し
ま
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学

者
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ズ
ロ
ー（1908

～1970

）

の
「
人
間
の
欲
求
の
階か

い

層そ
う

」
は
、
決
し
て
根
拠

の
な
い
説
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
は
誰
も

が
、
衣
食
住
や
安
全
、
安
定
、
愛
情
、
承
認
、

自
尊
な
ど
の
欲
求
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
す
。）

　
し
か
し
、
嬉
し
さ
や
励
み
、
有あ

り

難が
た

さ
な
ど
を

感
じ
な
が
ら
も
、
老お

い
の
身
が
し
ゃ
し
ゃ
り
出

る
よ
う
な
こ
と
は
極き

ょ
く

力り
ょ
く

慎つ
つ
しも

う
と
考
え
る
昨

今
で
も
あ
り
、
甚は

な
はだ
迷ま

よ

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
と
き
は
と
り
あ
え
ず
、「
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。」
と
一
部
の
政
治
家
や

お
役
人
の
よ
う
な
返
事
を
し
て
、
し
ば
ら
く
考

え
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
や
は
り
随ず

い

分ぶ
ん

迷
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
、
立
科
町
教
育
委
員
会
の
ご
高
配
に

よ
っ
て
発
行
し
て
い
た
だ
い
た
冊さ

っ

子し

が
、
教
師

や
保
育
士
の
育
成
を
目
ざ
す
大
学
の
専
門
科
目

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
大

変
光こ

う

栄え
い

で
あ
り
、
Ａ
教
授
か
ら
の
ご
依い

頼ら
い

を
お

断
り
す
る
の
は
失
礼
で
は
な
い
か
、
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
積せ

き

年ね
ん

の
承
認
欲
求
を
一い

っ

気き

に
充み

た

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時～午前11時30分 
　電話 56－3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時～午後５時
　電話 56－1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分～午後１時30分
　電話 56－0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

大学生の「無
む

垢
く

なる教育的情熱」
～Ｔ大学児童教育学科Ａ教授ゼミに参加して～
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○
父
母
を
は
じ
め
、
兄
、
姉
、
祖
父
母
、
今
ま

で
に
出
会
っ
た
教
師
と
の
触
れ
合
い
や
関
わ

り
、
さ
ら
に
、
自
ら
の
成
長
体
験
を
通
し
て

教
育
を
熱
心
に
語
る
「
無む

垢く

な
る
教
育
的
情

熱
」
に
も
頼
も
し
さ
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、

ふ
と
、
三
島
由
紀
夫
（
作
家 1925

～

1970

）
の
若
者
論
（
？
）
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

確
か
、「
若
い
人
が
堂
々
と
自
分
の
意
見
を

言
う
の
を
、
多
く
の
大
人
が
新
し
い
日
本
人

の
姿
と
喜
ん
で
い
る
が
、
我
々
の
若
い
時
代

は
、
羞し

ゅ
う

恥ち

心し
ん

が
あ
り
、
若
い
未み

熟じ
ゅ
くな
言
論
を

さ
ら
す
こ
と
の
恥は

ず
か
し
さ
や
た
め
ら
い
、

自じ

己こ

嫌け
ん

悪お

と
、
自
分
を
正
確
に
評
価
し
よ
う

す
る
欲
求
が
闘た

た
か

っ
て
い
た
。」
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
か
…
…
。
Ａ
教
授
ゼ
ミ
の
学
生
の

発
言
は
決
し
て
世
間
知
ら
ず
、
怖こ

わ

い
も
の
知

ら
ず
の
空く

う

言げ
ん

で
は
な
く
、
率そ

っ

直ち
ょ
くで
、
誠せ

い

実じ
つ

な

言げ
ん

辞じ

の
節ふ

し

々ぶ
し

に
羞
恥
心
も
、
自
己
嫌
悪
も
、

葛か
っ

藤と
う

も
、
挫ざ

折せ
つ

も
、
苦く

悩の
う

も
、
不
安
も
混ま

じ

り
合
っ
て
い
る
の
を
感
じ
た
の
だ
。

○
教
育
実
習
校
で
出
会
っ
た
指
導
性
豊
か
な
教

師
の
教
育
実じ

っ

践せ
ん

（
小
一
男
児
を
金き

ん

髪ぱ
つ

に
し
て

い
る
親
へ
の
対
応
や
公
平
平
等
な
児
童
へ
の

接
し
方
な
ど
）
を
的
確
に
分
析
し
、
つ
ぶ
さ

に
伝
え
る
学
生
の
発
言
に
聴
き
入
っ
た
。
指

導
教
官
で
あ
る
教
師
が
教
育
実
習
生
を
評
価

す
る
以
上
に
、
教
師
の
教
育
実
践
と
、
目
に

見
え
な
い
配は

い

慮り
ょ

や
準
備
、
心
が
け
な
ど
を
見

つ
め
、
大
切
な
何
か
を
瑞み

ず

々み
ず

し
く
感
じ
取
っ

て
い
る
教
育
実
習
生
が
い
る
…
…
。

還
暦
と
古こ

希き

の
半な

か

ば
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
な
が

ら
、
今
も
な
お
つ
ま
ら
ぬ
我が

欲よ
く

に
苛さ

い
なま
れ
て
い

る
身
に
は
珍
し
く
虚き

ょ

心し
ん

に
、
日
々
、
自
分
の
歩ほ

幅は
ば

で
ゆ
っ
く
り
歩
き
続
け
よ
う
と
い
う
思
い
を

新あ
ら

た
に
し
た
の
で
す
。

　
そ
の
日
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
前
半

が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」（
平
成
22
年
12

月
号
）、
後
半
が
「
親
と
教
師
の
役
割
」（
平
成

21
年
８
月
号
）
で
し
た
。
こ
の
二
つ
の
提
言
の

読
み
合
わ
せ
を
通
し
て
、
次
の
点
が
と
り
わ
け

心
に
残
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
話
す
こ
と
（
質
問
・
意
見
・
感
想
・
経
験
談

な
ど
）
と
聴
く
こ
と
、
考
え
る
こ
と
（
自
問

自
答
）
の
絶ぜ

つ

妙み
ょ
うな
バ
ラ
ン
ス
に
心
か
ら
感
心

し
た
。
話
す
と
き
は
話
す
。
聴
く
と
き
は
聴

く
。
考
え
る
と
き
は
考
え
る
。
分
か
ら
な
い

と
き
は
訊き

く
。
そ
し
て
、
お
も
し
ろ
い
と
き

は
笑
う
。
そ
の
き
り
か
え

4

4

4

4

と
め
り
は
り

4

4

4

4

が
素す

晴ば

ら
し
か
っ
た
の
だ
。
殊こ

と

に
、
聴
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満み

ち
、
お
互
い
の
発
言
や
老ろ

う

生せ
い

の
拙つ

た
な

い
話
、
Ａ
教
授
の
、「
□
□
君
と
△
△
さ
ん

の
意
見
に
関
連
し
て
、
今
、
話
題
に
な
っ
て

い
る
『
学
力
の
経
済
学
』
と
い
う
本
で
、
著

者
が
こ
う
書
い
て
い
る
け
ど
、
ど
う
考
え

る
？
」
と
い
っ
た
軌
道
修
正
的
な
助
言
、
ま

た
、
学
生
諸
君
の
発
言
と
老
生
の
提
言
の
関

係
性
及
び
系
統
性
の
お
さ
え

4

4

4

な
ど
に
、
真
剣

に
耳
を
傾か

た
むけ

、
応こ

た

（
答
）
え
る
姿
に
頼た

の

も
し

さ
を
覚
え
た
。

す
よ
う
な
、「
先
生
は
、
私
に
は
な
い
も
の
を

お
持
ち
で
す
。」
と
い
う
殺
し
文
句
（
？
）
に

心
を
ひ
ど
く
揺ゆ

す
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　

温お
ん

厚こ
う

篤と
く

実じ
つ

、
沈ち

ん

着ち
ゃ
く

冷れ
い

静せ
い

、
頭ず

脳の
う

明め
い

晰せ
き

、
ス

ポ
ー
ツ
万
能
、
反は

ん

骨こ
つ

精せ
い

神し
ん

旺お
う

盛せ
い

な
ユ
ー
モ
リ
ス

ト
、
還か

ん

暦れ
き

を
迎
え
た
と
は
思
え
ぬ
若
さ
な
ど
、

羨う
ら
やま
し
い
ほ
ど
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
才
能
と
資

質
を
備そ

な

え
て
お
ら
れ
る
Ａ
教
授
に
な
い
も
の
を
、

こ
の
老ろ

う

骨こ
つ

の
身
が
持
っ
て
い
る
…
…
？ 

　
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
Ａ
教
授
の
心
優
し
い
社

交
辞
令
で
あ
り
、
虚き

ょ

栄え
い

の
感
情
を
く
す
ぐ
り
、

う
っ
と
り
さ
せ
る
美
し
き
錯さ

っ

覚か
く

で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
人
は
、
時
に
は
、
現
実
か
ら
目
を
背そ

む

け
た
い
存
在
で
、
現
実
や
事
実
と
か
け
離
れ
た

実
体
の
な
い
美び

辞じ

に
も
突つ

き
動
か
さ
れ
る
よ
う

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
結
局
は
、
こ
の
一
言
が
、

お
引
き
受
け
し
よ
う
か
、
と
い
う
気
持
ち
を
強

く
後あ

と

押お

し
し
た
の
で
す
か
ら
…
…
。

　
凄す

ご

い
人
は
、
相
手
の
心
を
わ
し
づ
か
み
し
て

し
ま
う
寸す

ん

鉄て
つ

寸す
ん

言げ
ん

を
発
す
る
も
の
で
す
。

　
と
い
っ
た
次
第
で
、
今
年
の
１
月
12
日
、
勇ゆ

う

躍や
く

、
Ｔ
大
学
に
赴お

も
むき
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学

生
の
熱
心
な
学ま

な

び
の
姿
と
Ａ
教
授
の
卓た

く

越え
つ

し
た

指
導
性
に
接
し
て
、
遅ち

ち々

と
し
た
老お

い
の
歩あ

ゆ

み

で
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に
歩

き
続
け
よ
う
と
い
う
励
み
と
元
気
を
分
け
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歩
い
て
、
た
だ
歩
き
続

け
て
、
そ
の
一
歩
一
歩
が
そ
の
ま
ま
自
分
自
身

の
到
着
点
と
思
え
る
歩
み
を
続
け
よ
う
…
…
。

○
感
受
性
や
直
観
的
な
洞ど

う

察さ
つ

力り
ょ
くが
鋭
く
、
質
問

や
発
言
が
こ
と
ご
と
く
核
心
的
で
、
常
日
頃
、

老
生
自
身
が
矛む

盾じ
ゅ
んを
感
じ
た
り
、
戸
惑
っ
た

り
し
て
い
る
本
質
を
突
い
て
い
た
こ
と
に
た

じ
ろ
い
だ
。
そ
の
た
め
か
、
教
育
と
は
何
か

と
か
、
無
条
件
の
愛
情
と
か
、
今
日
の
学
校

教
育
の
課
題
と
か
、
安あ

ん

易い

に
答
え
を
出
せ
な

い
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
正

答
を
見み

出い
だ

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

を
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
、
心
の
中
で
何

度
も
赤せ

き

面め
ん

し
、
苦く

笑し
ょ
うし
た
。

○「
居い

丈た
け

高だ
か

っ
て
、
ど
ん
な
意
味
で
す
か
。」

　
「
直
き
心
は
、
ど
う
読
め
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
な
お
き
こ
こ
ろ
、
で
い
い
の
で
す
か
。」

　
「
父
性
の
復
活
が
唱と

な

え
ら
れ
る
時
代
と
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
す
か
。」
な
ど
、

分
か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
問
う
姿

勢
に
、
日
頃
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
と
な
く
分
か
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
自
分
の
不ふ

遜そ
ん

さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

　
Ｔ
大
学
の
Ａ
教
授
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
こ
の
よ
う
な
「
無む

垢く

な
る
教
育
的
情

熱
」
を
有ゆ

う

す
る
若
者
に
、
学
校
教
育
の
場
に
い4

て
ほ
し
い

4

4

4

4

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
２
月
中
旬
、
郵ゆ

う

送そ
う

し
て
い
た
だ
い
た
学
生
諸

君
の
真し

ん

摯し

な
レ
ポ
ー
ト
を
拝は

い

読ど
く

し
て
、
そ
の
思

い
が
さ
ら
に
つ
の
り
ま
し
た
。

　
教
育
は
人
な
り
、
で
あ
る
か
ら
で
す
。
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　今年度の「立科すずらん学級」は地域活性化と多様な知識の習得を柱に、色々な分野でテーマを設定しながら講座
を展開していきます。
　また、地域とのつながり、地域づくりに欠くことのできない人材の発掘や育成もあわせ、「互いに学び、互いに生
きる」を合言葉に１年間で様々な教室を計画しています。
　すずらん学級への参加により、個々の能力を地域で発揮できること及び仲間づくりの発展へとつながっていくこと
を期待していますので、町民の皆さんの積極的なご参加をお待ちしております。
　各教室の開催及び参加者募集については、それぞれ広報や有線放送を通じてご案内いたしますので、ご確認うえご
参加をお願いします。

平成28年度 公民館生涯学習講座

「立科すずらん学級」運営計画

お問合せ等　教育委員会社会教育人権政策係　電話 56－2311　有線 2311

教育委員会

健康体操教室
「座ったまま簡単にできる体操」、「認知症予防に有効な運動」を学びました。
少しずつでも体を動かすことは、とても大切なことであると再認識するこ
とができました。

日帰り研修旅行
群馬県伊香保方面へ。
白井宿を散策し、古くから残る宿場町の歴史文化に触れ、学ぶことができ
ました。

歌の教室
ふるさとの歌、昔懐かしい歌など、たくさんの歌を歌いました。大きな声
を出し、大勢で歌を歌うことで、心身ともにリフレッシュすることができ
ました。

　平成28年度の１回目となる「立科すずらん学級」を以下のとおり開催いたします。
　もし人が笑わなかったら世の中はどうなってしまうでしょう？笑いの無い人生なんて考えられますか？「笑い」は
人の心や身体に、コミュニケーションや人間関係に重要な意味を持っています。
　初回記念講演では日本笑い学会信州支部長である田中高政さん（佐久大学　講師）を講師にお招きし、笑いと健康
の関係性や笑いの大切さをお話していただきます。

公民館生涯学習講座　立科すずらん学級
　　　　　　　開講式・記念講演会 開催のお知らせ

すずらん学級初回記念講演「笑いと健康」／５月20日㈮
●講　師　田中高政さん（日本笑い学会信州支部長　佐久大学講師）
●日　時　５月20日㈮　午後１時30分～３時　　●会　場　立科町中央公民館　２階　大会議室
●定　員　な　し　　　　　　　　　　　　　　   ●参加費　無　料
●申込み　定員はありませんが事前に人数を把握したいので教育委員会まで申込みをお願いします。

平成27年度のすずらん学級を一部ご紹介いたします
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地域の力で子供を育もう!!

青少年サポーターを募集します
　長野県青少年育成県民会議の新規事業として平成27年度より制度構築に向けて動き出している「青少年サポーター
制度」という制度をご存じですか？
　青少年サポーター制度は、時代の変化に対応した青少年健全育成を推進するため、青少年の実情把握、関係機関等
との連絡調整、地域住民に対する啓発活動などの活動を実施し、青少年健全育成を推進する核となる組織となること
を目指しています。
　長野県を本部とし、各市町村でも青少年サポーターを配置することが決定されたことに伴い、当町でも平成30年を
目途に「立科町青少年サポーター連絡協議会」の組織を計画しているところであります。
　そこで、「青少年サポーター」を以下のとおりの内容で募集いたします。活動の詳細も掲載しますのでご覧いただ
き興味のある方はお気軽に教育委員会　社会教育人権政策係までご連絡ください。

●対象となる方　①青少年の健全育成に理解と熱意を有し行動力のある方。
　　　　　　　　②現に青少年育成機関・団体等で青少年健全育成活動に従事している方。
　　　　　　　　③専門知識を有するとともに熱意を有し、行動力のある方。
　　　　　　　　④立科町における青少年対策の推進を積極的にサポートできる方。
　　　　　　　　上記の一つに該当する方は対象となります。
　　　　　　　　年齢18歳以上（高校生不可）男女は問いません。
●定　員　　　　９名
●任　期　　　　委嘱日から平成29年３月31日（第一期）
　　　　　　　　※第二期以降は平成29年４月１日～平成31年３月31日（２年任期）

青少年サポーターについて説明します
●青少年サポーターって？
　長野県青少年育成県民会議会長（長野県知事）が委嘱するボランティアです。
●何をするの？
　各市町村の青少年健全育成関係団体の各種事業に青少年サポーターとして参加するなど、関係団体の連絡調整を図
ります。また、青少年サポーターが主体となり、キャンプ、クラフト作り等の体験学習、パトロール活動、など青少
年健全育成に有効な活動を企画して実施していただいても結構です。※基本的には事務局も含め組織として活動しま
す。
●活動が負担にならないかな？
　活動日数等の定めはありませんが、年間２日程度の研修会等に参加していただくよう考えています。また、立科町
青少年育成連絡協議会、青少年健全育成推進センターと連携して年２回のあいさつ運動等の活動を予定しています。

長野県青少年育成県民会議からのお願い

ご連絡・お問合せ先

長野県青少年育成県民会議事務局
　担当：長野県県民文化部次世代サポート課
電話  026－235－7210（直通）　内線  2853
FAX  026－235－7087
E-mail  jisedai@pref.nagano.lg.jp

立科町教育委員会　
社会教育人権政策係
電話  56－2311　有線  2311　内線  252
FAX  56－2310

　長野県では、子どもの性被害が大きな問題となっています。子どもはかけがえのない宝です。
　モラルのない大人から子どもを守り、性被害に遭わない子どもを育むため、今まで以上に県民総ぐるみで県
民運動に取り組まなければなりません。
　ぜひ、青少年サポーターになり、青少年を地域社会で育んでいきましょう。
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◆
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政
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財
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係
長　
羽
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雅
敏
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課
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係
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）
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盛
靖
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保
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荻
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総
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◆
建
設
係

　
建
設
係
長　
今
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建
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下
水
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長
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光
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光
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光
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光
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光
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光
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光
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司
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光
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）
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育
次
長
兼
社
会
教
育
課
長　
市
川　
正
彦

　
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
兼
会
計
係
長
）

◆
立
科
小
学
校

　
金
子
恵
利
子
（
た
て
し
な
保
育
園
調
理
員
）

◆
社
会
教
育
課　
社
会
教
育
人
権
政
策
係

　
社
会
教
育
人
権
政
策
係
長　
芝
間　
雅

　
（
総
合
政
策
課
企
画
振
興
係
長
）

　
川
添　
丈
維
（
総
務
課
税
務
係
）

た
て
し
な
保
育
園

　
土
屋　
清
子
（
町
民
課
住
民
福
祉
係
）

　
西
野
入
英
子
（
立
科
小
学
校
調
理
員
）

　
羽
場
千
奈
美
（
新
規
採
用
）

　
吉
沢　
汐
里
（
新
規
採
用
）

出
向
・
派
遣
職
員

・
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合　
佐
久
良
荘

　
羽
場　
厚
子
（
総
務
課
税
務
係
長
）

・‌�

長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
行
政
係
へ
派

遣
研
修

　
柳
澤　
哲
也
（
総
合
政
策
課
企
画
振
興
係
）

職
員
人
事
異
動
平
成
28
年
４
月
１
日
付

（　
）
内
は
旧
職
名
・
前
所
属
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（
敬
称
略
）

◆
小
学
校
・
転
出
者　
（　
　
）
内
は
異
動
先

　
校
長

　
伴
野　
　
健
（
退
職
）

　
宮
下　
寿
洋
（
佐
久
東
小
学
校
）

　
小
倉　
玲
子
（
湖
南
小
学
校
）

　
児
平　
美
和
（
丸
子
中
学
校
）

　
小
山　
沙
紀
（
上
の
原
小
学
校
）

　
窪
田　
浩
明
（
旭
个
丘
小
学
校
）　

　
田
中　
裕
太
（
軽
井
沢
中
部
小
学
校
）

　
小
柳　
美
香
（
小
諸
東
中
学
校
）

　
阿
部　
礼
子
（
退
職
）

　
松
崎
麻
奈
美
（
退
職
）

　
竹
重
か
な
子
（
退
職
）

　
◆
小
学
校
・
転
入
者　
（　
　
）
内
は
前
任
校

　
校
長

　
佐
藤　
春
夫
（
野
沢
小
学
校
）

　
野
口
ゆ
か
り
（
軽
井
沢
中
部
小
学
校
）

　
井
出　
公
司
（
佐
久
中
央
小
学
校
）

　
楠　
　
武
明
（
付
属
松
本
中
学
校
）

　
峯
村
裕
見
子
（
千
曲
小
学
校
）

　
並
木　
あ
ゆ
（
軽
井
沢
西
部
小
学
校
）

　
太
田
名
帆
子
（
伊
那
東
小
学
校
）

　
林　
　
慶
子
（
田
口
小
学
校
）

　
河
西
健
太
郎
（
新
任
）

　
久
保
田
梨
紗
（
新
任
）

◆
中
学
校
・
転
出
者　
（　
　
）
内
は
異
動
先

　
校
長

　
佐
藤　
　
武
（
松
代
小
学
校
）

　
山
田　
智
美
（
櫻
ケ
岡
中
学
校
）

　
源
城　
　
拓
（
東
部
中
学
校
）

　
小
平　
惠
一
（
小
諸
東
中
学
校
）

　
新
海　
千
博
（
南
牧
中
学
校
）

　
中
島　
　
萌
（
相
森
中
学
校
）

　
齋
藤
み
な
み
（
退
職
）

◆
中
学
校
・
転
入
者　
（　
　
）
内
は
前
任
校

　
校
長

　
幅　
誠
一
郎
（
伊
那
北
小
学
校
）

　
篠
原　
利
之
（
小
諸
東
中
学
校
）

　
八
巻
和
香
子
（
臼
田
中
学
校
）

　
松
本　
香
樹
（
小
諸
東
中
学
校
）

　
鈴
木
ゆ
り
か
（
軽
井
沢
中
学
校
）

　
荻
原　
千
恵
（
南
牧
中
学
校
）

小
中
学
校
転
出
・
転
入
職
員

３
月
31
日
付
け
退
職
職
員
・
派
遣
終
了

◆
退
職
職
員

　
荻
原　
邦
久
（
教
育
次
長
兼
社
会
教
育
課
長
）

　
花
岡
美
沙
紀
（
町
民
課
環
境
保
健
係
）

◆
派
遣
終
了

　
井
出　
文
香
（
県
か
ら
の
派
遣
終
了
・

長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
へ
）

　
こ
の
四
月
一
日
、
立
科
小
学
校
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
佐
藤
春
夫
と
申
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
﹁
一
改
革
﹂﹁
一
挑
戦
﹂﹁
一
実
践
﹂
を
合
言

葉
に
平
成
28
年
度
を
送
る
こ
と
を
職
員
に
提
案

し
ま
し
た
。﹁
一
改
革
﹂
は
教
頭
が
チ
ー
フ
と

な
り
、﹁
一
挑
戦
﹂
は
各
学
年
・
学
級
で
、﹁
一

実
践
﹂
は
職
員
一
人
一
人
が
取
り
組
み
ま
す
。

目
の
前
の
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
を
見

つ
め
、
ま
ず
は
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
保
護
者

の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
と
手
を
携
え
歩
を
進
め

て
い
け
ば
、
必
ず
﹃
明
日
も
登
校
し
た
く
な
る

大
好
き
な
立
科
小
学
校
﹄
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
と
な
る
は
ず
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
わ
か
ら
な
い
」「
で
き
な
い
」

を
「
わ
か
っ
た
」「
で
き
た
」
に
変
え
て
い
く

の
が
学
校
で
す
。
立
科
町
の
豊
か
な
自
然
と
歴

史
、
人
に
真
摯
に
学
び
な
が
ら
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
伊
那
市
立
伊
那
北
小
学
校
よ
り
赴
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
先
日
、
希
望
あ
ふ
れ
る
五
八
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
校
生
徒
一
八
八
名
で
立
科
中
学
校
の

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
が
新
し
い
学

年
へ
の
決
意
を
語
る
場
面
で
は
、
勉
強
や
部
活

動
、
自
分
の
目
標
を
ぜ
ひ
達
成
し
て
い
き
た
い

等
の
意
欲
が
示
さ
れ
、
生
徒
た
ち
に
頼
も
し
さ

さ
え
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
行
き
た
く
な
る
学
び
た
く
な

る
学
校
」「
安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
」「
み
ん

な
が
、
地
域
が
、
誇
れ
る
学
校
」
を
め
ざ
し
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
立
科
の
教
育
活
動
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

小学校
佐 藤 春 夫 校長

中学校
幅  誠一郎 校長

新
任
者
紹
介
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
い
さ
ぽ
佐
久
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー「
ま
い
さ
ぽ
佐
久
」

で
は
、
行
政
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
関
係
機
関
等

と
連
携
し
な
が
ら
生
活
や
就
労
な
ど
で
お
困
り

の
方
の
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・‌�

仕
事
を
探
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
決
ま
ら

な
い
。

・‌�

育
児
、
家
事
な
ど
の
事
情
で
思
う
よ
う
に
働

け
な
い
。
短
時
間
で
も
働
き
た
い
。

・‌�

生
活
に
困
っ
て
い
る
が
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
な
ど

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
ま
い

さ
ぽ
佐
久
、
ま
た
は
ま
い
さ
ぽ
出
張
所
（
立
科

町
社
会
福
祉
協
議
会
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

ま
い
さ
ぽ
佐
久

電
話　
０
２
６
７
─
７
８
─
５
２
５
５

佐
久
市
野
沢
会
館
２
Ｆ

立
科
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話　
５
６
─
１
８
２
５　
有
線　
４
０
９
１

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

要
約
筆
記
入
門
講
座 

受
講
者
募
集

　
要
約
筆
記
は
中
途
失
聴
や
難
聴
者
の
聞
こ
え

に
く
さ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
相
手
の
話

を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

期
日
（
全
５
回
）

　
６
月
26
日
㈰
、
７
月
３
日
㈰
、

　
７
月
10
日
㈰
、
24
日
㈰
、
31
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所　

‌�
佐
久
市
野
沢
会
館�

 
（
佐
久
市
取
出
町
１
８
３
）

対
象
者

　
佐
久
地
域
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
方

受
講
料　
無
料

定
員　
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

お
申
込
み
締
切　
６
月
17
日
㈮

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

佐
久
広
域
連
合　
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話　
０
２
６
７
─
６
３
─
５
１
７
７

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
学
生
が
在
学
中

に
自
ら
の
専
攻
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し

た
就
業
体
験
を
行
う
こ
と
で
す
の
で
、
原
則
的

に
労
働
契
約
を
前
提
と
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
実
態
と
し
て
受
け
入
れ
先
企
業
等

と
学
生
と
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
使
用
従
属
関

係
等
が
あ
る
場
合
、
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
見
学
や
体
験
的
な
要
素
が
少
な
い
。

・‌�

使
用
者
か
ら
の
業
務
に
関
わ
る
指
揮
命
令
を

受
け
て
い
る
。

・‌�

学
生
が
直
接
生
産
活
動
に
従
事
し
、
そ
の
利

益
・
効
果
が
当
該
企
業
に
帰
属
す
る
。

　
特
に
外
国
籍
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
が
ア
ル

バ
イ
ト
の
よ
う
に
単
純
作
業
に
従
事
す
る
事
例

が
問
題
と
な
り
、
労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
を

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
充
分
留
意

し
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ
先

小
諸
労
働
基
準
監
督
署
監
督
課

電
話　
０
２
６
７
─
２
２
─
１
７
６
０

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業　

参
加
者
募
集

内
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交

流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
な
ど

派
遣
先

　
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・

サ
イ
パ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル

日
程　
７
月
22
日
㈮
～
８
月
14
日
㈰

　
　
　
８
日
間
～
18
日
間

締
切　
５
月
26
日
㈭
及
び
６
月
９
日
㈭

※
日
程
、
締
切
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先
・
資
料
請
求
先

公
益
財
団
法
人　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

電
話　
０
３
─
６
４
１
７
─
９
７
２
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.kskk.or.jp
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白樺
高原便り
白樺高原総合
観光センター

2016ビーナスマラソン in 白樺高原
エントリー受付中
　緑に囲まれた清々しい高原を駆け抜けてみませんか。６月18、
19日の２日間、2016ビーナスマラソンin白樺高原が開催されま
す。最大標高1,689m/標高差245mの日本一標高の高いハーフ
マラソンに挑戦してみませんか。参加料金の町民優遇もあります。
もちろん選手たちの応援を兼ねて、白樺高原に遊びに来るのも
OKですよ。エントリーや競技日程など詳しくはビーナスマラソ
ン大会事務局〈電話03－5281－2715〉までお問合せください。
　申込締切は５月16日㈪です。町民優遇については（一社）蓼
科白樺高原観光協会〈電話 55－6654〉まで。

　４月３日㈰権現山体育センターにて、スポーツ少
年団の開講式が行われました。
　今年度は、野球・剣道・柔道・バレーボールの４
単位団で全48名の入団がありました。
　開講式では、各単位団代表の団員による団員綱領
唱和が行われ、今年１年間元気で楽しく活動をして
いくことを宣誓しました。

　元町議会議員を務められた茂田井の田中賢一氏（88才）に旭
日単光賞が授与され、去る３月14日米村町長が伝達しました。
　田中氏は、昭和54年４月から平成３年４月までの３期12年間
立科町議会議員を務め、この間、議会議長や建設農政委員会委員
長を務めた他、白樺湖下水道議会副議長、町の国民健康保険運営
協議会、消防委員会の各委員等の公職も歴任し、町の発展向上に
大きく貢献されました。

平

田

成28年度 立科町スポーツ少年団開講式

中賢一氏叙勲の栄誉

すずらん祭りのお知らせ
　白樺高原では、夏山開き・蓼科牧場開きの神事の後すずらん祭りを開催します。
お祭りの中では、鏡開きや子ども神輿といったイベントに加え、御泉水太鼓の演奏
などを行います。
◆開催日時　　６月５日㈰　午前10時～
◆場　　所　　  蓼科牧場ゴンドラリフト乗り場

前お祭り広場
◆お問合せ先　白樺高原総合観光センター
　　　　　　　電話 0267－55－6201

場　　所　　  蓼科牧場ゴンドラリフト乗り場

　また蓼科牧場は、10月下旬まで「蓼科ふれあい牧場」としてヒツジ
やヤギをはじめ、ミニブタやウサギ、牛も放牧され、動物とふれあう
ことができます。ぜひお出かけください。
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卒業アルバム 保育園、小学校、中学校、高等学校のみなさん
ご卒園、ご卒業おめでとうございます

26広報たてしな  2016年５月

たてしな保育園（49名）

立科中学校（69名）

立科小学校（61名）

蓼科高等学校（92名）
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ご入園・ご入学 おめでとうございます

27 広報たてしな  2016年５月

たてしな保育園（46名）

立科中学校（58名）

立科小学校（55名）

蓼科高等学校（119名）
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緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570－08－8199

行　事　予　定 保　　　　　健　

10 火
乳児健診
　４・５ヵ月児：H27.11月～12月生
　10・11ヵ月児：H27.5月～6月生

13 金 赤ちゃん相談室　H28.2月生

16 月 肺がんCT検診

17 火 肺がんCT検診

18 水 肺がんCT検診

20 金

幼児健診
　１歳６ヵ月児：H26.9月～10月生
　３歳児：H25.1月～2月生
子育て相談（予約制）

21 土 第30回蓼北バレーボール大会

23 月 第20回町長杯ゲートボール大会

28 土 公民館図書室30周年記念セレモニー

29 日 県下一斉ごみゼロ運動の日

５ 月町民カレンダー
● 軽自動車税（全期）
● 介護保険料：普通徴収（第２期）
● 上下水道料金

５月の納税

1 日 関医院 小諸市 0267－22－2205
鳥山クリニック 小諸市 0267－26－0308
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268－61－6002
中山歯科クリニック 御代田町 0267－32－2000

3 火 矢島医院 小諸市 0267－22－8148
田村医院 小諸市 0267－22－0048
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011
関歯科クリニック 小諸市 0267－25－3456

4 水 小諸厚生総合病院 小諸市 0267－22－1070
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
佐々木歯科医院 御代田町 0267－32－3938

5 木 小諸病院 小諸市 0267－22－0250
桜井クリニック 小諸市 0267－26－1188
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
山浦歯科医院 立科町 0267－56－1140

8 日 高橋内科医院 小諸市 0267－23－8110
小岩井整形外科 小諸市 0267－26－6788
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
中島医院 東御市北御牧 0268－67－2777
松永歯科医院 小諸市 0267－23－8488

15 日 由井医院 小諸市 0267－22－0327
花岡レディースクリニック 小諸市 0267－23－4103
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
栁澤医院 立科町 0267－56－1045
あしたば歯科医院 軽井沢町 0267－46－3101

22 日 小諸南城クリニック 小諸市 0267－26－5222
うすだ医院 小諸市 0267－22－0483
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
木村歯科 小諸市 0267－23－1515

29 日 甘利医院 小諸市 0267－22－0729
東小諸クリニック 小諸市 0267－25－8104
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
おおくま歯科 軽井沢町 0267－46－2525

休日緊急当番医 ● 午前９時～午後５時
　 （歯科  午前９時～正午）

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 55－6201

中央公民館（事務室） 56－2311 4000

こども未来館（児童館） 56－0248 8888

老人福祉センター 56－1825 4091

立科温泉　権現の湯 56－0606 4126

連絡先

町のデータ３月 ３月１日～３月31日の状況

立科町役場  電話  56－2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56－2310

人口 7,463（－23） 出生 1
男 3,698（－11） 死亡 6
女 3,765（－12） 転入 57

世帯数 2,834（　11） 転出 75

救急 出動件数 年間累計

交通事故 0 9
その他 34 99
合計 34 108

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 0
その他 0 0
合計 0 0

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 4.0℃ 3.0℃
最高極日 20.0℃／8日 20.6℃／10年
最低極日 －10.4℃／2日 －9.0℃／10年

降　水　量 41.0mm 63.8mm
降水量（1～3月） 148.5mm 138.4mm
日 照 時 間 189.7時間 170.5時間

人 口 ４月１日現在（３月31日届出まで） （　  ）内は前月比

気　象

各種相談日
●結婚情報センター相談会
５月８日㈰
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
お問合せ：立科町社会福祉協議会　
電話56－1825

●心配ごと相談
５月20日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター　
相談員：林　茂、笹井　隆
お問合せ：立科町社会福祉協議会　
電話56－1825


